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　『黒浜式土器』とは、今から約 5,500 年前の縄文時
代前期中頃に関東地方を中心に広く分布した土器で
あり、「黒浜貝塚」を中心に黒浜地区内の貝塚遺跡か
ら出土した土器であることから名付けられたものです。
このように土器の名前に遺跡名が付いたものを『標
式遺跡』と呼びます。市内には『関山式土器』の名
前となった「関山貝塚」と 2つの標式遺跡があります。
この土器は、黒浜式土器の中でも比較的新しい時期
の代表的な模様が表現されているもので、黒浜式土
器が分布する地域でもこれほど完成されたものは現
在のところ発見されていません。まさに、本家『黒
浜式土器』といえるでしょう。

黒浜式土器
（埼玉県指定文化財：天神前遺跡出土）
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県指定）

タイムカプセルとなる貝塚？

貝製装飾品 (左 ) と臼玉 ( 右 )

調査で発見された様々な遺物

（県指定）
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（県指定）

県指定

遺跡内から発見される様々な貝塚

貝塚から発見されるその他の遺物

遺跡内から発見された様々な道具

黒浜貝塚
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広場（凹地）

国指定史跡黒浜貝塚範囲

広場（凹地）

宿浦のムラ

低地に残る豊かな自然

発見された貝塚と南のムラ

発見された海の痕跡

★

椿山のムラ ( 市役所 )椿山のムラ ( 市役所 )椿山のムラ ( 市役所 )

硬砂層（露頭）採掘跡
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宿浦のムラ宿浦のムラ宿浦のムラ

縄文人の土木工事

黒浜貝塚

縄

椿山のムラ ( 市役所 )

硬砂層（露頭）採掘跡硬砂層（露頭）採掘跡硬砂層（露頭）採掘跡



縄文人も活用した 7万年前の石？『硬砂層』

蓮田の地形が形成され始めた頃の地層
硬砂層とは…？

せきしつ かまど

かたすなそう



対岸の村 (椿山のムラ )

宿浦・椿山のムラと周辺の遺跡の状況

黒浜貝塚 (宿浦のムラ ) とは…？

黒浜貝塚

年　代 時　代 日本の主なできごと 蓮田市のできごと

紀元前 15000 年
(13,000 年前 )

紀元前 3000 年
(5,000 年前 )

紀元前 400 年
(2,400 年前 )
紀元 0年

710 年

794 年

1185 年

1338 年

1603 年

1868 年
1912 年
1926 年

1989 年

旧石器時代

弥生時代

古墳時代

奈良時代

平安時代

鎌倉時代

室町時代

（戦国時代）

江戸時代

明治時代
大正時代

昭和時代

平　　成

縄
文
時
代

草創期

早期

前期

中期

後期

晩期

貝

貝

貝

貝

貝

貝

貝

貝

貝

硬

硬

硬

硬

硬

土器を作り始める

海水が上昇を始める (→気候の温暖化）
関東地方を中心に
「関山式土器」が流行 (6,000 年前）
「黒浜式土器」が流行 (5,500 年前）

稲作が始まる
邪馬台国に女王卑弥呼が君臨
古墳を作り始める ( 埼玉古墳群）

法隆寺の建立
奈良に都 ( 平城京 ) ができる
全国に国分寺が作られる

京都に都 ( 平安京 ) を移す

平将門の乱がおこる
源頼朝が幕府を開く

南北朝の対立
足利尊氏が幕府を開く

豊臣秀吉の天下統一
徳川家康が幕府を開く
家光が３代将軍となる

吉宗が８代将軍となる

明治維新

第 1次世界大戦
第２次世界大戦

21世紀に入る

市内で貝塚が確認された時代 硬砂層の利用が確認された時代

市内各所に人々が住み始める

市内にも、海が進入し、黒浜地区を中心に
貝塚が多く形成され、大きなムラができる
海水が市内から退いていく (5,000 年前）
宿下・馬込八番遺跡に大きなムラができる

雅楽谷、久台遺跡に大きなムラができる
久台遺跡に大きなムラができる
宿下遺跡に再葬墓が作られる
ささら遺跡に大きなムラができる
馬込八番遺跡の古墳に埴輪が並べられる
十三塚古墳などが作られる

「蓮華院」に義澄が泊まる？
荒川附遺跡で鍛冶屋が開業される
※以後、市内各所で鍛冶屋のムラができる

椿山遺跡の鍛冶屋の最盛期
江ヶ崎城など、市内に城や館が作られ始める
行蓮が鰐口を寄進する
寅子石が建てられる
南朝銘の板碑が建立される
太田氏房の「制札」、北条氏直からの
「雪舟の達磨絵」が真浄寺へ

平源寺へ家光から「朱印状」がおくられる
円空が市内各家へ仏を残す
閏戸の式三番復活
見沼代用水が開通

蓮田駅開業 ( 明治 18 年）
武州鉄道開業 ( 昭和 13 年に廃止 )
昭和 29 年、3町村が合併し、蓮田町となる
昭和 47年 10 月、市制施行
平成 18年   7 月、黒浜貝塚が国指定史跡に
平成 24年 10 月、市制施行 40 周年
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　写真のように、現在でも季節により湧水があふれ、野鳥も訪れる環境が
残されています。
　黒浜貝塚の縄文人も「水汲み場」等に利用していたことでしょう。また、
元荒川本流域の谷には海水が進入しており、多くの「海の幸」を採取する
ことができたであろうことが、貝塚出土の様々なものから想像されます。

低地の豊かな自然 (ハンノキ群落 : 市指定文化財）
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　自然化学分析調査の中で、当時の花粉（植生）
分析も行った結果、気温が 2～ 3℃高い当時の環
境であれば、ツバキ・タブノキ・クスノキなど常
緑広葉樹の森であるはずが、コナラ属が 80％を超
え、この他にはアサダ、アカガシ類が 5％前後、
スギ、ヒノキ、クルミ、ハンノキ、ブナ、ケヤキ、
ムクノキ類が 1%を越えていました。
　この結果から想像すると黒浜貝塚周辺の丘陵部
には、コナラを主体にアサダ、ケヤキ類などの落
葉広葉樹林が広く生い茂り、常緑広葉樹のアカガ
シ類が丘陵尾根部に、スギ、ヒノキ類は丘陵斜面
部を中心に生育、低地部に広がる海の干潟周辺に
は、アシ・ヨシ群落やイネ科、カヤツリグサ科、
ヨモギ類などが生育、湧水周辺の淡水にはクルミ
やハンノキが分布・生育していたと推測されます。
　特にコナラ属が 80％を越える森は、農家の裏山
的二次林植生の様相を示す『ドングリの森』であり、
「里山」的な状態を想像させる結果で、現在の黒浜
貝塚と同じ景観であったと言えます。

　蓮田市は、首都圏40㎞圏内にある交通至便なまちです。一方、
多くの水辺、点在する屋敷林の緑が四季折々の彩りを見せる水
と緑の豊かなまちでもあります。
　平成 18 年 7 月に市役所庁舎に隣接する黒浜貝塚が『国史跡』
に指定されました。貝塚としては県内 3 番目、県内で国の史跡
指定となったのは実に 22 年ぶりでした。
　市では今後、都市部に奇跡的に残された黒浜貝塚を保存整備
し、多くの皆様に活用され後世に誇れる、自然と人にやさしい
交流の空間として有効利用してまいりたいと考えております。
　最後に、国史跡指定に当たりご理解・ご協力いただいた多く
の地権者の皆様に感謝申し上げます。

縄文時代の自然環境

　黒浜貝塚は、関東地方を中心とした縄文時代前
期中葉「黒浜式土器」の標式遺跡・貝塚として、
昭和 50 年３月 31 日に県指定史跡に指定されまし
た。その後の確認調査により、集落中央部分には
北側谷部に向かって開口する東西約 50ｍ、南北約
40ｍの窪地状の広場を取り囲むように住居跡 31
軒、土坑 40数基、生活面廃棄貝層 5ヶ所が存在し、
規模は東西 150ｍ、南北 95ｍ程の範囲に広がるこ
とが確認され、平成 18 年７月 28 日に『国指定史
跡』、平成 25年 10 月 17 日に追加指定されました。

黒浜貝塚

※団体 (10 名様以上 ) で史跡の見学を希望される場合にはご連絡ください。
お問い合せ・連絡先：蓮田市教育委員会社会教育課文化財保護担当　TEL：048-765-1730　蓮田市文化財展示館　TEL：048-764-0991

『国史跡』の指定にあたり
蓮田市長　中野　和信
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